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問問  

庁
舎
南
玄
関
に

庁
舎
南
玄
関
に

も
体
温
検
温
器
を

も
体
温
検
温
器
を

総
務
課
長　
利
用
頻
度
の

低
い
南
玄
関
を
封
鎖
し
、

来
庁
者
の
状
況
を
確
認
し

て
い
る
。

問　
出
入
口
3
カ
所
に
検

温
器
を
付
け
て
す
べ
て
の

玄
関
を
使
え
る
よ
う
に
す

る
の
が
、
町
民
へ
の
サ
ー

ビ
ス
で
は
な
い
か
。

町
長　

再
考
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

問問  「
波
状
道
路
」　

「
波
状
道
路
」　

設
置
の
経
緯
は

設
置
の
経
緯
は

地
域
整
備
課
長　
速
度
抑

制
舗
装
を
設
置
し
た
路
線

は
地
域
の
要
望
も
あ
り
、

警
察
と
協
議
し
時
速
30
㎞

の
規
制
を
か
け
た
う
え
で

設
置
し
た
。
こ
の
舗
装
は
、

通
行
に
も
除
雪
に
も
支
障

が
な
く
、
一
定
の
速
度
以

上
で
走
行
す
る
と
運
転
者

に
不
快
な
振
動
を
与
え
る

効
果
が
あ
り
採
用
し
た
。

導
入
後
は
苦
情
等
も
速
度

超
過
も
あ
ま
り
な
く
、
速

度
抑
制
を
促
す
こ
と
が
で

き
た
。

問問  

別
荘
民
へ
の
　

別
荘
民
へ
の
　

税
金
還
元
は

税
金
還
元
は

税
務
課
長　
町
税
全
体
の

う
ち
町
外
の
個
人
納
税
者

の
固
定
資
産
税
・
都
市
計

画
税
は
約
2
割
。

総
務
課
長　
道
路
整
備
や

ご
み
処
理
及
び
イ
ン
フ
ラ

整
備
や
病
院
・
消
防
・
救

急
等
で
還
元
し
て
い
る
。

問問  

軽
井
沢
病
院
で

軽
井
沢
病
院
で

P
C
R

P
C
R
検
査
を
安

検
査
を
安

く
受
け
ら
れ
な
い
か

く
受
け
ら
れ
な
い
か

病
院
事
務
長　

症
状
が

な
い
方
の
自
費
検
査
は

3
万
3
千
円
で
近
隣
と
比

べ
検
査
料
は
一
番
高
い
。

当
院
の
金
額
を
安
く
設
定

し
た
場
合
、
希
望
者
が
殺

到
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

病
院
で
は
、
一
般
診
療
の

対
応
を
最
優
先
に
し
た
い

た
め
、
検
査
料
の
変
更
等

は
考
え
て
い
な
い
。

「
議
会
と
ま
ち
づ
く
り
を
語
る
会
」よ
り

「
議
会
と
ま
ち
づ
く
り
を
語
る
会
」よ
り

　この語る会は、議会活動の様子を直接お伝えするとともに、
住民の皆様の関心の高いテーマを設け、参加者と議員が一緒
に考えるというワークショップ形式で行われ、住民の意見を
町行政運営に反映することを目的としています。 ３

年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、
10
月
11
日
（
昼
） 

軽
井
沢
町
役
場
「
自
然
環
境
に
つ
い
て
」
／
（
夜
）
矢
ケ
崎
公
園
管
理
棟
「
今
後
の

観
光
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
／
10
月
12
日
（
夜
）
追
分
公
民
館
「
自
然
環
境
に
つ
い
て
」
の
３
会
場
で
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加

に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で
開
催
し
ま
し
た
。

議
会
と
ま
ち
づ
く
り
を
語
る
会
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を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

間
接
的
に
両
宣
言
に
つ
い

て
理
解
し
て
い
る
と
考
え

て
い
る
。

問問  

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
自
然
保
護
対
策

の
自
然
保
護
対
策

要
綱
が
わ
か
り
づ
ら

要
綱
が
わ
か
り
づ
ら

い
が
い
が

環
境
課
長　
今
後
、
住
民

へ
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広

報
誌
で
丁
寧
に
わ
か
り
や

す
い
説
明
に
努
め
て
い
く
。

　
要
綱
に
は
3
百
㎡
以
上

の
土
地
は
木
の
伐
採
が
で

き
な
い
と
い
う
記
載
は
な

い
。
個
人
法
人
問
わ
ず
協

議
書
の
提
出
は
必
要
と
な

る
。問問  

自
然
環
境
の
　

自
然
環
境
の
　

専
門
職
と
し
て
の
部

専
門
職
と
し
て
の
部

署
を
つ
く
れ
な
い
か

署
を
つ
く
れ
な
い
か

総
務
課
長　
環
境
課
の
中

に
専
門
職
と
し
て
の
部
署

を
創
設
す
る
予
定
は
な
い

が
研
修
参
加
等
、
人
材
育

成
に
努
め
て
い
く
。

問問  

町
内
循
環
バ
ス
の

町
内
循
環
バ
ス
の

ダ
イ
ヤ
が
合
わ
な
い
。

ダ
イ
ヤ
が
合
わ
な
い
。

公
共
交
通
に
対
す
る

公
共
交
通
に
対
す
る

町
の
考
え
は

町
の
考
え
は

住
民
課
長　
個
別
の
生
活

に
合
わ
せ
た
時
間
設
定
は

大
変
難
し
い
。

　
5
・
6
年
度
で
地
域
公

共
交
通
計
画
の
策
定
を
予

定
し
て
い
る
。
計
画
で
は

既
存
の
公
共
交
通
に
加
え

新
し
い
モ
ビ
リ
テ
ィ
な
ど

の
導
入
を
検
討
し
な
が
ら
、

地
域
特
性
に
応
じ
た
誰
も

が
使
い
や
す
い
交
通
環
境

を
整
え
た
い
。

問問  

庁
舎
の
設
計
　

庁
舎
の
設
計
　

会
社
か
ら
の
提
案

会
社
か
ら
の
提
案

を
議
論
し
公
表
す

を
議
論
し
公
表
す

る
ま
で
の
過
程
は

る
ま
で
の
過
程
は

総
務
課
長　
庁
内
の
検
討

委
員
会
等
で
の
意
見
聴
取

に
よ
り
、
検
討
を
進
め
て

い
る
。

　
議
会
等
へ
の
説
明
を
経

て
、
2
月
に
住
民
説
明
会

や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

に
お
い
て
基
本
設
計
を
公

表
す
る
。

問　
説
明
会
を
各
区
や
居

住
エ
リ
ア
で
細
か
く
開
催

で
き
な
い
か
。

総
務
課
長　
各
区
で
行
う

の
は
難
し
く
、
2
回
程
度

と
考
え
て
い
る
。

総
務
課
長　
概
算
事
業
費

約
1
1
0
億
円
は
庁
舎
の

み
な
ら
ず
、
複
合
施
設
の

建
設
も
含
ま
れ
る
。
山
下

設
計
三
浦
慎
建
築
設
計
室

設
計
共
同
体
に
、
基
本
計

問問  「
マ
ン
シ
ョ
ン
・

「
マ
ン
シ
ョ
ン
・

ま
ち
な
み
メ
ソ
ッ
ド

ま
ち
な
み
メ
ソ
ッ
ド

宣
言
」
を
町
職
員
は

宣
言
」
を
町
職
員
は

理
解
し
て
い
る
の
か

理
解
し
て
い
る
の
か

環
境
課
長　
宣
言
に
よ
る

考
え
方
や
基
準
は
、
自
然

保
護
対
策
要
綱
を
改
正
し
、

反
映
さ
せ
て
い
る
。
職
員

は
、
要
綱
の
理
念
や
基
準

に
つ
い
て
理
解
し
、
指
導

画
お
よ
び
基
本
設
計
を
委

託
し
、
町
が
事
業
主
体
と

な
っ
て
、
設
計
者
な
ど
と

検
討
を
重
ね
事
業
を
進
め

て
い
る
。

問問  

庁
舎
建
設
計
画
の
金
額
は
妥
当
か
。
　
　
　

庁
舎
建
設
計
画
の
金
額
は
妥
当
か
。
　
　
　

業
者
は
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か

業
者
は
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か

議
会
と
ま
ち
づ
く
り
を
語
る
会
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魚
沼
市
と
長
岡
市
の
庁
舎
を
視
察
！

　
市
民
の
将
来
負
担
を
少

な
く
し
た
い
と
い
う
市
議

会
の
動
き
か
ら
、
規
模
も

事
業
費
も
削
減
し
た
庁
舎

を
視
察
し
ま
し
た
。

身
の
丈
に
あ
っ
た
　

身
の
丈
に
あ
っ
た
　

新
庁
舎
に

新
庁
舎
に

　
Ｈ
28
年
に
延
べ
床
面
積

と
建
設
費
削
減
を
す
る
議

員
発
議
が
可
決
さ
れ
た
。

同
年
新
市
長
が
誕
生
、
基

本
設
計
を
見
直
し
、
建
設

予
定
額
50
億
円
か
ら
35
億

円
に
、
延
べ
床
面
積
1
万

㎡
か
ら
7
千
2
0
0
㎡
に
。

　
Ｈ
24
年
長
岡
駅
前
に
建

設
し
た
複
合
施
設
「
ア

オ
ー
レ
長
岡
」（
建
設
事

業
費
1
3
1
億
円
）
は
、

中
心
市
街
地
の
賑
わ
い
創

出
や
防
災
な
ど
市
の
課
題

解
決
に
向
け
た
大
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
、
庁
舎
は
そ

の
一
部
で
す
。
そ
の
取
り

組
み
は
、
軽
井
沢
の
複
合

施
設
運
用
の
参
考
に
な
る

と
思
い
視
察
し
ま
し
た
。

お
も
な
見
直
し
箇
所

お
も
な
見
直
し
箇
所

①
免
震
構
造
か
ら
耐
震
構

造
に

②
デ
ザ
イ
ン
・
構
造
は
シ

ン
プ
ル
に

③
雪
害
対
策
を
地
熱
か
ら

地
下
水
消
雪
に

④
合
併
前
か
ら
あ
る
集
会

施
設
等
を
利
活
用

⑤
庁
舎
会
議
室
な
ど
を
兼

用
す
る
こ
と
で
縮
小
縮
減

⑥
空
調
の
負
荷
分
散
に
よ

り
故
障
等
に
備
え
る
と
こ

ろ
、
一
台
に
抑
え
る
こ
と

で
経
費
を
削
減

職
員
、
市
民
の
声

職
員
、
市
民
の
声

●
管
理
し
や
す
く
な
っ
た

●
当
初
予
定
し
て
い
た
足

下
温
風
は
実
現
し
温
か
い

●
窓
口
が
集
中
す
る
1
階

が
狭
い

●
会
議
室
の
数
を
減
ら
し

た
た
め
使
用
で
き
な
い
時

が
あ
る

利
便
性
の
高
い
行
政

利
便
性
の
高
い
行
政

窓
口
窓
口

●
ひ
と
つ
の
場
所
で
さ
ま

ざ
ま
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
る
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

●
窓
口
は
土
・
日
・
祝
日

も
開
い
て
い
る

市
民
の
理
解
を
深
め

市
民
の
理
解
を
深
め

建
設
へ
建
設
へ

●
建
設
に
反
対
意
見
も

あ
っ
た
が
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
60
回
開
催
し
説
明
。

理
解
に
向
け
努
力
を
重
ね

た●
コ
ス
ト
も
す
べ
て
情
報

公
開
し
、
広
報
の
特
集

ペ
ー
ジ
で
周
知

令
和
4
年
4
月
人
口

▲

3
.
4
万
人

魚
沼
市

令
和
4
年
4
月
人
口

▲

26
・
2
万
人

長
岡
市

市
民
に
よ
る
市
民
の

市
民
に
よ
る
市
民
の

た
め
の
運
営
体
制

た
め
の
運
営
体
制

●
２
つ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が

運
営
し
、
誰
も
が
気
軽
に

立
ち
寄
り
活
動
で
き
る
空

間
に
な
っ
て
い
る

●
ナ
カ
ド
マ
結
婚
式
、
高

複合施設
アオーレ長岡 豆知識
名前の由来
　「アオーレ」とは、長岡地域の方言で
「会いましょう」を意味します。様々な
人と人、人とモノの出会いが生まれる
という期待が込められています。

　「市民活動の「ハレ」の場として、皆
が憩い集う『市民交流の拠点』を目指
します。

基本コンセプト

アリーナ

アオーレ長岡
ナカドマ

「屋根付き広場」 市役所

シンプルになった魚沼市役所

魚
沼
市
…
事
業
費
を
削
減

す
る
た
め
、
始
め
に
床
面

積
を
決
め
、
そ
こ
か
ら
建

築
費
用
の
決
定
を
行
い
再

設
計
さ
れ
ま
し
た
が
、
職

員
の
方
は
終
始
、「
狭
い
」

と
口
に
し
て
い
た
こ
と
が

印
象
に
残
り
ま
す
。
必
要

な
部
分
は
コ
ス
ト
が
か

か
っ
て
も
削
る
こ
と
は
難

し
く
、
始
め
か
ら
削
減
あ

り
き
で
は
無
く
、
職
員
や

利
用
者
の
た
め
に
必
要
か

ど
う
か
を
考
え
る
こ
と
が

大
切
と
考
え
ま
し
た
。

視
察
を
終
え
て

校
生
ラ
ー
メ
ン
選
手
権
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
な

ど
、
毎
週
末
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
、
年
間
１
３
０
万

人
が
集
う

●
「
ア
オ
ー
レ
な
ら
何
で

も
で
き
る
」
と
人
が
自
然

と
集
ま
る
場
に

ア
オ
ー
レ
長
岡
…
施
設
や

運
営
の
す
べ
て
に
一
貫
し

た
コ
ン
セ
プ
ト
が
流
れ
て

い
ま
し
た
。
街
並
み
作
り

や
人
の
動
き
を
作
る
等
、

市
民
の
使
い
や
す
さ
を
徹

底
的
に
追
求
し
、
利
用

ル
ー
ル
を
作
ら
な
い
自
由

度
の
高
い
運
営
を
実
現
し

て
い
ま
し
た
。
建
設
反
対

意
見
に
は
、
丁
寧
に
説
明

し
理
解
に
向
け
努
力
を
し

て
き
ま
し
た
。
町
の
課
題

と
目
的
を
明
確
に
し
、
庁

舎
や
複
合
施
設
建
設
を
考

え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い

と
感
じ
ま
し
た
。

庁
舎
関
連



令和５年１月25日　第137号 6

　
昨
年
10
月
末
、
町
は
議

会
の
意
見
等
か
ら
、
基
本

計
画
に
追
加
し
た
半
地
下

フ
ロ
ア
・
バ
イ
パ
ス
案
を

取
り
や
め
、
新
庁
舎
の
延

べ
床
面
積
を
９
２
０
０

㎡
か
ら
７
５
０
０
㎡
に

戻
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
７
月
の
基
本
計
画
発

表
か
ら
10
億
円
の
減
額
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
新

庁
舎
・
複
合
施
設
の
計
画

で
示
さ
れ
た
建
設
費
等
が
、

新
庁
舎
の
み
で
１
０
０
億

円
を
超
え
る
計
画
で
あ
る

か
の
よ
う
な
誤
解
を
呼
ん

で
い
る
の
で
、
住
民
等
と

議
員
が
正
し
い
認
識
を
深

め
る
た
め
、
進
め
方
に
つ

い
て
の
申
し
入
れ
を
行
い

ま
し
た
。

庁
舎
改
築
周
辺
　

庁
舎
改
築
周
辺
　

整
備
事
業
の
進
め
方

整
備
事
業
の
進
め
方

に
つ
い
て

に
つ
い
て

（
議
会
か
ら
の
申
し
入
れ

書
・
要
約
）

１　
町
全
体
に
お
け
る
整

備
事
業
等
、
事
業
進

捗
の
節
目
の
タ
イ
ミ

ン
グ
に
お
い
て
可
及

的
速
や
か
に
住
民
へ

の
徹
底
し
た
情
報
提

供
及
び
意
見
聴
取
の

た
め
の
説
明
会
等
を

実
施
す
る
こ
と
を
要

望
す
る
。

２　
本
事
業
に
つ
い
て
は

進
捗
状
況
等
を
議
会

へ
都
度
説
明
し
、
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を

含
め
た
議
員
の
疑
問

点
等
へ
の
回
答
を
得

ら
れ
る
場
を
提
供
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を

要
望
す
る
。

申し入れ書

庁舎改築
周辺整備事業
特別委員会

意見・要望の
申し入れ半地下フロア・バイパス案を撤回半地下フロア・バイパス案を撤回

基本方針通り基本方針通り
延べ床面積7,500㎡に戻す延べ床面積7,500㎡に戻す

町

延べ床面積 建物工事費
基本方針
当初想定

基本計画
(7 月 ) ※ 1

基本設計中
(10 月 )

基本方針
当初予算

基本計画
(7 月 ) ※ 1

基本設計中
(10 月 )

庁　舎

7,500㎡ 9,200㎡ 7,500㎡ 37.5 億円 47.5 億円 37.5 億円
物価上昇分　12.5% 4.7 億円 4.7 億円
ZEB 化 6.0 億円 6.0 億円
庁舎　計 37.5 億円 58.2 億円 48.2 億円
建築単価（万円 /㎡） 50 万円 63 万円 64 万円

複合施設

5,000㎡ 5,000㎡ 5,000㎡ 25.0 億円 25.0 億円 25.0 億円
物価上昇分　12.5% 4.0 億円 4.0 億円
ZEB 化 6.0 億円 6.0 億円
複合施設　計 25.0 億円 35.0 億円 35.0 億円
建築単価（万円 /㎡） 50 万円 70 万円 70 万円

その他

外構工事費 9 億円 9 億円
既存施設解体費 3 億円 3 億円
新規備品購入費 2 億円 2 億円
通信設備等の移転費 3 億円 3 億円
その他　計 17.0 億円 17.0 億円

庁舎・複合施設・その他　合計 62.5 億円 110.2 億円 100.2 億円
※ 1 半地下フロア・バイパス（7 月案）は、議会意見から取りやめとなり、町は 10 月末に撤回。	
※ 庁舎改築周辺整備基金 24 億 1500 万円（令和 4 年 11 月現在）

基本方針から基本設計に至る建設予定費等の変化

次ページで
解説

庁
舎
関
連
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プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
1
位
の

提
案
に
大
規
模
ソ
ー
ラ
ー

シ
ス
テ
ム
の
計
画
は
含
ま

れ
て
い
ま
せ
ん
。
2
位
の

提
案
は
屋
根
を
全
て
ソ
ー

ラ
ー
シ
ス
テ
ム
と
し
、
講

評
で
は
防
災
的
観
点
の

重
視
を
評
価
さ
れ
た
一
方
、

浅
間
山
噴
火
時
に
屋
根
が

被
弾
す
る
危
険
性
及
び
景

観
と
の
調
和
に
つ
い
て
指

摘
さ
れ
ま
し
た
。

　
2
0
5
0
年
ま
で
に
、

C
O
2
排
出
実
質
ゼ
ロ
を

目
指
す
と
宣
言
し
た
町

は
、
新
築
公
共
建
築
物
を

Z
E
B
化
す
る
方
針
で
す
。

建
築
時
の
費
用
が
か
さ
み

ま
す
が
、
ゼ
ロ
・
カ
ー
ボ

ン
を
目
指
す
上
で
は
、
重

要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
国
の
「
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
強
化
型
Z
E
B
実

証
事
業
」
に
て
採
択
さ
れ

た
場
合
は
、
基
準
に
応
じ

た
国
庫
補
助
金
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

新庁舎・複合施設新庁舎・複合施設
ＺＥＢ（ゼブ）について考える

一口
メモ

出典…環境省ホームページ「ZEB の定義」
を加工して作成
https://www.env.go.jp/earth/zeb/
detail/01.html

一口
メモ

レジリエンス強化型 ZEB 実証事業…災害発生時に活動拠点となる、公共性の高い業
務用施設及び自然公園内の業務用施設において、停電時にもエネルギー供給が可能で
あって換気機能等の感染症対策も備えたレジリエンス強化型の ZEB に対して支援さ
れる補助事業（環境省）。

庁
舎
関
連
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～雪の浅間山～～雪の浅間山～
撮影者：北住雅子さん撮影者：北住雅子さん

検索軽井沢町議会

一般質問は一問一答方式で 1時間以内となって
います。
内容に関しては要約して掲載しています。
議事録は議会ホームページで閲覧できます。

質問者席には飛沫防止のアクリル板を設置してい
るのでマスクの着用は任意です。

町への提言 !

一般
質問

1 日目 2日目

横須賀 桃子� （9ページ）

●高齢者も参加しやすい国際交流の推進を

川島 さゆり� （10ページ）

●野良猫の去勢や不妊手術費の助成制度を

木内　 徹� （11ページ）

●マンションやホテルの開発規制を

利根川 泰三� （12ページ）

●この秋の雲場池周辺の交通渋滞はひどかったが
●軽井沢駅自由通路の人口芝を撤去できないか

寺田 和佳子� （13ページ）

●現条件での給食費無償化は不公平という認識は
ないのか

眞島 聡子� （14ページ）

●医療用ウィッグ等購入費助成の見解は

赤井 信夫� （15ページ）

●所得制限や子の人数制限撤廃等、町独自の支援
の考えは

●学校給食「黙食」の緩和は
●「よぶのる軽井沢」の負担金要件は

佐藤 幹夫� （16ページ）

●町独自のコロナ対策支援金事業はできないか
●新型コロナウイルス感染者数の把握は

中澤 睦夫� （17ページ）

●消費税インボイス制度で小規模事業者の排除は
ないか

 一般質問  一般質問
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試
食
の
時
間
に
嗅
覚
、
味

覚
を
刺
激
で
き
る
料
理
は

脳
の
活
性
が
で
き
る
。
そ

こ
で
、
簡
単
な
英
語
を
使

用
し
た
料
理
講
座
を
定
期

的
に
行
え
な
い
か
。

総
合
政
策
課
長　

既
に

I
S
A
K
と
老
人
会
で
そ

ば
打
ち
体
験
を
行
っ
て
い

る
の
で
、
今
後
は
更
な
る

展
開
を
検
討
す
る
。

問　
町
で
は
高
齢
者
の
夜

間
血
圧
や
歩
行
姿
勢
な
ど

の
デ
ー
タ
を
取
得
す
る
軽

井
沢
健
診
を
実
施
し
て
い

る
が
、
外
国
語
を
学
ぶ
こ

と
で
得
ら
れ
る
効
果
も
調

査
に
追
加
で
き
な
い
か
。

保
健
福
祉
課
長　

相
談

シ
ー
ト
が
あ
る
の
で
、
そ

れ
を
活
用
し
て
聞
く
こ
と

は
で
き
る
と
思
う
。

齢
や
性
別
な
ど
を
限
定
し

て
い
な
い
の
で
、
高
齢
者

と
の
交
流
も
少
な
か
ら
ず

図
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

問　
児
童
・
生
徒
な
ど
年

齢
が
限
定
さ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
に
は
、
高
齢
者
も
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
で

き
る
が
実
施
で
き
な
い
か
。

総
合
政
策
課
長　
実
施
す

る
方
向
で
協
議
を
進
め
る
。

問　
欧
米
の
研
究
に
よ
る

と
、
外
国
語
を
理
解
し
よ

う
と
努
力
す
る
こ
と
で
得

ら
れ
る
脳
の
全
体
運
動
が

認
知
症
予
防
に
繋
が
る
と

発
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
、
通
い
の
場
で
簡
単
な

英
語
と
運
動
を
組
み
合
わ

せ
た
活
動
を
行
え
な
い
か
。

保
健
福
祉
課
長　

現
在
、

運
動
と
知
的
課
題
を
組
み

合
わ
せ
た
講
座
を
行
っ
て

い
る
講
師
も
い
る
の
で
、

簡
単
な
英
語
を
組
み
合
わ

せ
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

も
提
案
し
て
い
き
た
い
。

問　
食
材
を
切
っ
た
り
焼

い
た
り
す
る
こ
と
で
触
覚
、

聴
覚
を
、
そ
し
て
調
理
や

問　
町
は
I
S
A
K
と
連

携
し
、
広
く
住
民
と
国
際

交
流
を
図
る
た
め
の
事
業

を
行
う
が
、
高
齢
者
と
の

交
流
は
具
体
的
に
ど
の
様

な
こ
と
を
考
え
て
い
る
か
。

総
合
政
策
課
長　
文
化
や

ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
し
て

国
際
交
流
を
行
う
が
、
年

　
欧
米
で
の
認
知
症
予
防

の
研
究
結
果
か
ら
、
外
国

語
学
習
を
す
る
こ
と
で
脳

が
活
性
化
し
、
認
知
機
能

の
低
下
に
ブ
レ
ー
キ
を
か

け
る
「
認
知
的
予
備
力
」

が
高
ま
り
、
認
知
症
の
発

症
を
5
年
ほ
ど
遅
ら
せ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

一 般 質 問

一口
メモ

一口
メモ

国際交流を楽しみながら脳の活性も

高齢者も参加しやすい
国際交流の推進を

総合政策課長総合政策課長
ボランティアとしての参加も含め、

高齢者が参加しやすい事業を検討していきたい横須賀 桃子

軽井沢健診とは…町と信州大学社会基盤研究所が共同で実施する健康プロジェク
トで、認知症と高血圧との関連を明らかにすることを目的に認知機能検査などを
行う健診のことです。

一
般
質
問
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握
に
努
め
る
。

情
報
が
あ
る
程
度
把
握
で

き
た
と
こ
ろ
で
、
保
健
所

や
動
物
愛
護
協
会
と
情
報

共
有
し
て
対
策
を
考
え
て

い
き
た
い
。

区
で
手
術
を
施
し
、
地
域

猫
に
移
行
し
た
活
動
は
認

識
し
て
い
る
。

問　
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付

金
の
お
ま
か
せ
部
分
や
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

を
活
用
し
手
術
費
助
成
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。

環
境
課
長　
野
良
猫
に
関

し
て
は
、
ふ
る
さ
と
寄
附

金
お
ま
か
せ
メ
ニ
ュ
ー
の

充
当
や
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
活
用
な
ど
、

他
市
町
村
の
事
例
を
参
考

に
検
討
し
て
い
く
。

問　
高
齢
者
等
の
課
題
と

し
て
、
寂
し
く
て
飼
っ
て

し
ま
い
、
不
妊
・
去
勢
手

術
が
経
済
的
、
体
力
的
に

で
き
な
い
実
態
が
あ
る
。

今
後
福
祉
関
係
と
の
連
携

で
望
ま
れ
な
い
出
産
が
な

い
よ
う
防
げ
な
い
か
。
ま

た
、
捕
獲
や
子
猫
の
里
親

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
の
考
え
は
。

環
境
課
長　
保
健
福
祉
課
、

社
会
福
祉
協
議
会
や
民
生

委
員
と
状
況
把
握
を
し
、

連
携
を
密
に
し
て
実
態
把

な
場
合
、
動
物
愛
護
協
会

に
依
頼
を
す
る
が
予
算
上

地
域
毎
に
制
限
が
あ
り
、

全
て
実
施
で
き
な
い
。

問　
（
公
財
）
日
本
動
物

愛
護
協
会
の
補
助
制
度
や

T
N
R
の
活
動
に
対
し
て

町
の
認
識
は
。

環
境
課
長　
日
本
動
物
愛

護
協
会
や
ど
う
ぶ
つ
基
金

の
補
助
制
度
は
春
秋
2
回

申
請
時
期
が
あ
る
が
、
申

請
件
数
が
多
く
、
予
算
も

限
ら
れ
て
お
り
実
施
で
き

な
い
事
例
が
多
い
。

T
N
R
に
よ
り
大
日
向
地

問　
野
良
猫
・
地
域
猫
の

実
態
把
握
は
。

環
境
課
長　
広
報
5
月
号

で
野
良
猫
の
情
報
提
供
を

行
っ
た
結
果
、
約
20
件
ほ

ど
あ
っ
た
の
で
、
現
地
確

認
を
行
い
佐
久
保
健
所
と

情
報
共
有
を
し
て
い
る
。

地
域
猫
は
、
大
日
向
地
区

1
件
を
把
握
し
て
い
る
。

問　
課
題
は
何
か
。

環
境
課
長　
広
報
で
注
意

喚
起
を
行
っ
て
い
る
が
、

野
良
猫
へ
の
餌
や
り
が
な

く
な
ら
な
い
。
手
術
費
用

が
地
域
住
民
で
捻
出
困
難

一 般 質 問

一口
メモ

一口
メモ

一代限りのネコとして幸せな一生を

一口
メモ

野良猫の去勢や不妊手術費の
助成制度を

環境課長環境課長
ふるさと寄付金やクラウドファンディングを

検討していく 川島 さゆり

一口
メモ

一口
メモ

クラウドファンディングとは…インターネットを通して自分の活動等を発信する
ことで共感や応援をしたい方から資金を募る仕組みです。

ＴＮＲとは…不幸な野良猫増加を防ぐために、Ｔ（トラップ = 捕獲）・Ｎ（ニュー
ター = 不妊手術）・Ｒ（リターン = 元にもどす）活動をしているボランティア団
体のことです。

一
般
質
問
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化
は
難
し
い
。
基
準
に
反

し
た
土
地
利
用
行
為
は
、

公
表
す
る
と
し
て
い
る
の

で
既
に
厳
格
な
運
用
が
な

さ
れ
て
い
る
。

問　
景
観
を
大
き
く
損
な

う
駐
車
場
の
沿
道
緑
化
を

推
進
し
て
ほ
し
い
が
。

観
光
経
済
課
長　
不
要
と

な
っ
た
楓
の
木
な
ど
を
追

分
宿
駐
車
場
に
移
植
し
た
。

旧
軽
井
沢
駐
車
場
の
建
て

替
え
時
に
は
緑
化
す
る
予

定
で
あ
る
。

環
境
課
長　
自
然
保
護
対

策
要
綱
に
は
駐
車
場
の
緑

化
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、

今
後
も
指
導
し
て
い
く
。

事
を
目
的
と
し
た
景
観
育

成
住
民
協
定
は
す
で
に

6
ヶ
所
が
認
定
さ
れ
て
い

る
。
今
後
の
見
通
し
は
。

地
域
整
備
課
長　

今
後
、

主
流
に
な
る
と
思
わ
れ
る

住
民
主
導
の
こ
の
協
定
に

つ
い
て
は
既
に
数
件
の
相

談
を
受
け
て
お
り
、
増
え

て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

問　
自
然
保
護
対
策
要
綱

の
条
例
化
に
よ
る
罰
則
付

き
の
厳
格
な
運
用
を
求
め

る
住
民
の
声
が
あ
る
が
。

環
境
課
長　
要
綱
は
都
市

計
画
法
や
建
築
基
準
法
の

関
係
施
行
令
を
上
回
る
基

準
を
設
け
て
お
り
、
条
例

施
設
等
が
不
適
格
と
な
り
、

建
て
替
え
の
時
に
は
同
様

の
建
築
が
不
可
能
と
な
る
。

従
っ
て
利
害
関
係
者
の
合

意
形
成
が
必
要
と
な
る
た

め
慎
重
に
判
断
し
た
い
。

問　
自
然
や
景
観
を
守
る

た
め
に
風
致
地
区
を
拡
大

す
べ
き
で
あ
る
が
。

地
域
整
備
課
長　
地
区
内

で
の
建
築
や
樹
木
の
伐
採

は
条
例
に
よ
り
許
可
制
と

な
っ
て
お
り
、
自
然
は
守

れ
る
が
、
関
係
者
の
合
意

形
成
が
必
要
で
あ
り
、
慎

重
に
判
断
し
た
い
。

問　
自
然
や
景
観
を
守
る

問　
マ
ン
シ
ョ
ン
や
ホ
テ

ル
の
開
発
に
よ
り
緑
の
減

少
を
嘆
く
声
や
開
発
の
規

制
を
求
め
る
声
が
多
い
。

ど
う
対
応
す
べ
き
と
考
え

て
い
る
か
。

町
長　
開
発
抑
制
の
観
点

か
ら
自
然
保
護
対
策
要
綱

の
一
部
見
直
し
を
含
め
検

討
し
た
い
。

問　
第
一
種
住
居
地
域
に

マ
ン
シ
ョ
ン
等
を
建
て
る

例
が
多
い
。
用
途
地
域
指

定
を
変
更
し
て
建
設
を
規

制
す
る
必
要
が
あ
る
が
。

地
域
整
備
課
長　
用
途
地

域
の
変
更
は
既
存
の
宿
泊

一 般 質 問

いたる所で見られる皆伐の一例

守りたい町の美しい自然と景観

マンションやホテルの
開発規制を

町長町長
自然保護対策要綱の一部見直しを検討したい

木内　徹

一
般
質
問
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の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
が
、
汚

れ
も
ひ
ど
い
し
劣
化
が
見

ら
れ
る
。
補
修
の
予
定
は
。

地
域
整
備
課
長　
破
損
状

態
を
把
握
し
て
い
る
。
補

修
対
応
は
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

工
す
る
こ
と
は
不
可
能
か
。

地
域
整
備
課
長　

施
工

費
は
自
由
通
路
だ
け
で

5
0
0
万
円
く
ら
い
だ
が
、

耐
久
性
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

が
課
題
。
今
後
ど
う
す
る

か
課
内
で
調
整
し
た
い
。

問　
壁
だ
け
で
な
く
階
段

問　
こ
の
秋
の
雲
場
池
の

混
雑
を
ど
の
よ
う
に
予
測

し
て
い
た
の
か
。

観
光
経
済
課
長　
あ
る
程

度
渋
滞
、
混
雑
す
る
も
の

と
は
予
想
し
て
い
た
。

問　
混
雑
緩
和
や
交
通
の

流
れ
を
良
く
す
る
た
め
に

実
施
し
た
内
容
は
。

観
光
経
済
課
長　

毎
週

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
更
新
し

た
り
、
観
光
協
会
に
も
依

頼
し
大
き
な
交
通
渋
滞
に

な
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う

に
捉
え
て
い
る
。

問　
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運

行
や
交
通
規
制
の
検
討
は
。

観
光
経
済
課
長　
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
や
交
通
規
制
は
検

討
し
て
い
な
い
。
今
後
も

周
辺
駐
車
場
や
、
既
存
の

循
環
バ
ス
や
「
よ
ぶ
の
る

軽
井
沢
」
の
利
用
を
周
知

徹
底
し
て
い
く
。

問　
来
シ
ー
ズ
ン
に
向
け

て
の
交
通
渋
滞
対
策
は
。

観
光
経
済
課
長　
近
隣
の

駐
車
場
を
紹
介
す
る
し
か

手
立
て
が
な
い
。
散
策
を

し
な
が
ら
雲
場
池
を
目
指

す
ス
タ
ン
ス
は
崩
さ
な
い
。

問　
一
方
通
行
や
歩
行
者

専
用
道
路
の
検
討
は
。

観
光
経
済
課
長　
警
察
と

協
議
を
し
て
可
能
か
ど
う

か
模
索
す
る
。

軽
井
沢
駅
自
由
　

軽
井
沢
駅
自
由
　

通
路
の
人
工
芝
を

通
路
の
人
工
芝
を

撤
去
で
き
な
い
か

撤
去
で
き
な
い
か

問　
G
7
外
相
会
議
開
催

時
に
軽
井
沢
駅
の
人
工
芝

を
撤
去
す
る
予
定
は
。

地
域
整
備
課
長　
現
段
階

に
お
い
て
は
、
人
工
芝
を

撤
去
す
る
予
定
は
な
い
。

問　
自
由
通
路
床
石
の
一

部
分
に
特
殊
な
薬
品
を

塗
っ
て
滑
ら
な
い
よ
う
に

し
て
い
る
が
、
試
験
結
果

は
。

地
域
整
備
課
長　
試
験
施

工
を
行
っ
た
防
滑
剤
に
つ

い
て
は
滑
り
止
め
の
効
果

は
あ
っ
た
。

問　
せ
っ
か
く
き
れ
い
な

黒
御
影
石
を
敷
い
た
の
に

見
せ
ら
れ
な
い
の
は
も
っ

た
い
な
い
。
全
面
的
に
施

一 般 質 問

試験中の「スベランデ」

この秋の雲場池周辺の
交通渋滞はひどかったが

観光経済課長観光経済課長

ある程度渋滞、混雑するものと予想していた
利根川 泰三

一
般
質
問
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問　
子
育
て
支
援
の
一
助

で
あ
る
大
切
な
事
業
が
、

不
登
校
や
私
立
校
の
家
庭

が
対
象
に
な
ら
な
い
こ
と

に
対
し
、
理
事
者
か
ら
懸

念
は
な
か
っ
た
の
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
あ
く

ま
で
も
学
校
に
通
っ
て
い

る
生
徒
の
無
償
化
で
あ
る
。

ま
ず
公
立
か
ら
始
め
る
の

が
基
本
的
ス
タ
イ
ル
と
考

え
る
。

問　
突
如
実
施
計
画
に
示

さ
れ
た
事
業
で
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
議
論
が
な
さ

れ
、
実
施
に
至
っ
た
の
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
課
で

は
6
年
度
開
始
す
る
計
画

で
あ
っ
た
が
、
理
事
者
査

定
に
お
い
て
経
済
的
負
担

の
軽
減
・
子
育
て
環
境
の

向
上
と
い
う
意
味
で
4
年

度
か
ら
の
実
施
に
な
っ
た
。

問　
計
画
か
ら
実
施
ま
で

の
経
過
の
中
で
、
課
内
・

理
事
者
査
定
の
議
論
が
残

さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
公
文

書
的
な
も
の
は
一
切
残
っ

て
い
な
い
。

問　
現
状
が
不
公
平
と
い

う
認
識
は
な
い
の
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
最
適

な
対
応
と
認
識
し
て
い
る
。

問　
本
来
国
が
や
る
べ
き

と
し
な
が
ら
も
、
当
町
は

先
行
し
て
開
始
し
た
。
し

か
し
残
念
に
も
不
公
平
な

状
態
が
是
正
さ
れ
な
い
。

そ
の
問
題
点
は
何
な
の
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
特
に

な
い
が
、
近
隣
の
情
勢
を

見
て
進
め
る
。

　
4
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る
公
立
に
限
定
し
た
給

食
費
無
償
化
は
、
突
如
実

施
計
画
に
計
上
、
即
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、
当

町
と
同
規
模
の
埼
玉
県
滑

川
町
で
は
平
成
23
年
度
よ

り
子
育
て
支
援
と
し
て
私

立
・
公
立
問
わ
ず
3
歳
児

以
上
の
家
庭
全
て
に
食
事

の
補
助
を
し
て
い
ま
す
。

問　
給
食
費
無
償
化
は
子

育
て
支
援
の
一
助
と
の
認

識
で
良
い
か
。

町
長　
子
育
て
家
庭
へ
の

大
き
な
支
援
に
な
る
。

問　

4
年
3
月
議
会
で
、

「
こ
の
無
償
化
案
は
子
育

て
支
援
の
一
助
で
あ
る
の

に
、
私
立
に
通
う
家
庭
が

抜
け
て
い
る
。
ど
う
考
え

る
か
」
の
問
い
に
「
敢
え

て
私
立
を
選
ん
で
い
る
家

庭
に
ま
で
補
助
を
広
げ
る

か
は
研
究
す
る
」
と
し
て

い
た
。
そ
の
後
の
進
捗
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
現
在

調
査
中
で
あ
り
、
引
き
続

き
研
究
し
て
い
く
。

埼玉県滑川町の給食費無償化
2011 年にスタート

対象者

金額の算出方法

滑川に在住するすべての小・中学校及
び、保育所・幼稚園に入園中の３歳児
以上の児童がいる家庭（町外に通って
いても対象）

滑川町立小・中学校に通う家庭には給
食費全額を補助
小学校　約 4万 5,100 円
中学校　約 5万 2,800 円

私立に通う家庭にも申請さえすれば上
記の金額を上限として補助

＊保育所・幼稚園に通う家庭も町立の
金額が基本となる。

一 般 質 問

私立・公立関係なく食事の補助ができる
町もあるのにな

現条件での給食費無償化は
不公平という認識はないのか

こども教育課長こども教育課長

最適な対応と認識している
寺田 和佳子

一
般
質
問
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ペ
ー
ジ
活
用
の
考
え
は
。

保
健
福
祉
課
長　
問
い
合

せ
の
際
に
、
必
要
に
応
じ
、

対
が
ん
協
会
を
紹
介
す
る
。

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

対
が
ん
協
会
等
、
専
門
機

関
の
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で

き
る
よ
う
に
対
応
す
る
。

問　
が
ん
の
知
識
や
理
解

を
深
め
る
こ
と
の
認
識
は
。

保
健
福
祉
課
長　
が
ん
は

不
治
の
病
か
ら
、
付
き
合

う
病
、
治
る
病
へ
と
な
り

つ
つ
あ
る
。
予
防
や
早
期

発
見
、
治
療
に
つ
な
げ
る

観
点
か
ら
も
、
が
ん
に
向

き
合
い
、
強
い
意
思
で
治

療
に
取
り
組
む
た
め
に
も
、

ま
ず
は
自
分
の
こ
と
と
し

て
知
識
や
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

問　
理
解
や
正
し
い
情
報

を
広
げ
る
た
め
（
公
財
）

日
本
対
が
ん
協
会
ホ
ー
ム

望
患
者
へ
の
支
援
体
制
は
。

病
院
事
務
長　
医
師
が
中

心
と
な
り
患
者
の
容
体
や

話
を
聞
き
、
院
内
の
多
職

種
か
ら
な
る
緩
和
ケ
ア

チ
ー
ム
が
携
わ
り
対
応
す

る
。
患
者
や
家
族
、
医
療

者
等
の
交
流
の
場
を
設
け

る
目
的
で
、
信
州
大
学
で

実
施
し
て
い
る
「
が
ん
哲

学
外
来
」
を
当
院
で
実
施

し
て
き
た
。
主
治
医
は
患

者
や
家
族
、
時
に
は
職
場

上
司
へ
説
明
を
行
い
周
囲

の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う

支
援
し
て
い
る
。

問　

が
ん
治
療
患
者
の

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
（
外
見
）

ケ
ア
の
た
め
の
医
療
用

ウ
ィ
ッ
グ
や
乳
房
補
整
具
、

補
整
下
着
、
補
整
パ
ッ
ト

ま
た
は
人
工
乳
房
、
弾
性

ス
リ
ー
ブ
等
の
購
入
費
助

成
の
見
解
は
。

保
健
福
祉
課
長　
県
の
動

向
を
踏
ま
え
、
町
の
施
策

に
反
映
し
た
い
。

問　
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア

と
必
要
性
へ
の
認
識
は
。

保
健
福
祉
課
長　
治
療
に

伴
う
外
見
の
変
化
に
よ
る

が
ん
患
者
の
苦
痛
に
、
医

師
・
看
護
師
・
薬
剤
師
・

臨
床
心
理
士
・
美
容
専
門

家
な
ど
が
連
携
し
、
医

学
・
整
容
的
・
心
理
社
会

的
支
援
を
用
い
て
サ
ポ
ー

ト
す
る
ケ
ア
で
、
精
神
的

負
担
や
苦
痛
を
軽
減
し
社

会
参
加
を
後
押
し
す
る
生

活
の
質
の
向
上
に
つ
な
が

り
必
要
な
も
の
で
あ
る
。

問　
が
ん
治
療
は
高
額
な

医
療
費
負
担
と
精
神
的
負

担
が
大
き
い
。
患
者
や
家

族
へ
の
支
援
と
、
就
労
希

日本対がん協会
ホームページ

がんサバイバークラブ
ホームページ

一 般 質 問

一口
メモ

一口
メモ

ウィッグ等のアピアランスケアで、がん患者の
気持ちを軽く自分らしい生き方を応援

一度でもがんと診断された経験者を、がんを超え
て生きる「がんサバイバー」と呼びます

医療用ウィッグ等
購入費助成の見解は

保健福祉課長保健福祉課長

県の動向を踏まえ、町の施策に反映したい
眞島 聡子

一口
メモ

公益財団法人日本対がん協会とは…国と連携し、がん対策に取り組み、科学的根
拠に基づく知識の普及啓発活動を行っています。

一
般
質
問
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現
金
で
も
払
え
る
な
ど
、

利
便
性
を
担
保
す
る
こ
と

を
負
担
金
要
件
と
す
る
か
。

住
民
課
長　
電
話
予
約
・

現
金
扱
い
は
必
須
と
思
う
。

こ
れ
を
必
ず
加
え
た
い
。

問　
ス
マ
ホ
予
約
が
難
し

い
。
職
員
は
試
し
た
か
。

住
民
課
長　
会
員
登
録
ま

で
行
っ
た
が
大
変
だ
っ
た
。

問　
住
民
は
電
話
予
約
が

で
き
な
い
と
使
い
づ
ら
い
。

ラ
イ
ン
「
対
面
で
の
飲
食

を
避
け
、
食
事
中
の
会
話

を
控
え
る
」
が
イ
コ
ー
ル

黙
食
に
な
っ
た
状
況
で
、

学
校
長
の
指
示
が
大
半
か

と
思
う
。

問　

入
学
以
来
黙
食
の

小
学
3
年
生
、「
大
人
は
、

集
ま
っ
て
ご
飯
を
食
べ
て

お
酒
を
飲
ん
で
話
し
て
も

い
い
の
に
、
な
ん
で
子
ど

も
は
い
け
な
い
の
」
こ
の

問
い
に
答
え
て
ほ
し
い
。

教
育
長　
子
供
だ
け
厳
し

く
慣
例
的
に
継
続
さ
れ
て

い
た
事
実
が
あ
る
と
思
う
。

町
教
委
と
し
て
十
分
注
意

を
払
い
な
が
ら
、
会
話
が

で
き
る
環
境
を
つ
く
る
べ

く
指
示
し
て
い
く
。

「
よ
ぶ
の
る
軽
井
沢
」

「
よ
ぶ
の
る
軽
井
沢
」

の
負
担
金
要
件
は

の
負
担
金
要
件
は

　

町
実
施
計
画
説
明
よ

り
、「
よ
ぶ
の
る
軽
井
沢
」

へ
5
年
度
に
約
3
千
万
円
、

5
か
ら
7
年
度
計
1
億
円

超
の
負
担
金
が
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
国
は
児
童
手
当
の
特
例

給
付
を
廃
止
し
ま
し
た
。

町
長
は
第
6
次
長
期
振
興

計
画
の
説
明
に
お
い
て
、

「
子
育
て
支
援
が
根
幹
」

と
言
及
し
ま
し
た
。

問　
給
食
無
償
化
は
制
限

な
し
。
特
例
給
付
廃
止
は

不
合
理
と
思
う
が
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
不
合

理
な
部
分
が
あ
る
と
思
う
。

問　
町
独
自
の
支
援
は
。

町
長　
逸
脱
し
て
町
独
自

で
や
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

幅
広
い
子
育
て
支
援
を
、

国
が
対
応
す
べ
き
。

学
校
給
食
「
黙
食
」

学
校
給
食
「
黙
食
」

の
緩
和
は

の
緩
和
は

　

政
府
は
、
方
針
か
ら

「
黙
食
」
の
文
言
削
除
に

伴
い
、
黙
食
は
求
め
て
い

な
い
こ
と
を
初
め
て
明
文

化
。
県
教
委
は
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
修
正
し
ま
し
た
。

問　
黙
食
の
根
拠
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
町
教

委
は
指
導
・
指
示
は
し
て

い
な
い
が
県
教
委
ガ
イ
ド

一 般 質 問

一口
メモ

一口
メモ

所得制限や子の人数制限撤廃
等、町独自の支援の考えは

町長町長
国の制度を逸脱して町独自ではできない
幅広い子育て支援を、国として対応しなければいけない赤井 信夫

一口
メモ

長期振興計画とは…長期的な展望に基づいて、まちづくりの将来目標を示すとと
もに、行政運営を総合的かつ計画的に行うため、各分野における計画や事業の指
針を明らかにするものであり、町政運営の最も基本となるものです。

児
童
手
当
法
に
基
づ
く
特
例
給
付
の
対
象
者
に
係
る

所
得
上
限
の
設
定
　
出
典
：
内
閣
府
資
料
を
加
工
し
て
作
成

一
般
質
問
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村
別
の
感
染
者
数
の
報
告

は
求
め
ら
れ
な
い
か
。

総
務
課
長　
保
健
所
で
も
、

発
生
届
の
対
象
は
、
重
症

化
リ
ス
ク
の
あ
る
方
等
限

定
的
で
、
市
町
村
別
の
総

数
は
把
握
で
き
て
い
な
い
。

性
者
数
の
情
報
共
有
を
廃

止
し
、
圏
域
ご
と
の
発
生

状
況
に
よ
り
感
染
症
対
策

を
進
め
る
対
応
に
変
更
し

た
た
め
、
町
に
限
定
し
た

日
別
の
感
染
者
数
の
把
握

は
で
き
て
い
な
い
。

問　
保
健
所
等
に
、
市
町

給
を
行
う
べ
く
作
業
を
進

め
て
い
る
。
支
援
策
は
今

回
限
り
で
は
な
く
状
況
を

見
な
が
ら
継
続
し
て
い
く
。

問　
私
が
言
い
た
い
の
は
、

国
よ
り
臨
時
特
別
給
付
金

や
価
格
高
騰
緊
急
支
援
給

付
金
が
給
付
さ
れ
な
い
世

帯
、
特
に
子
育
て
を
し
て

い
る
若
い
世
帯
が
今
一
番

生
活
が
困
窮
し
て
い
る
と

思
う
。
子
育
て
を
し
て
い

る
低
所
得
世
帯
に
対
し
て
、

町
の
予
算
に
よ
る
独
自
の

支
援
給
付
が
で
き
な
い
か

再
度
検
討
を
お
願
い
す
る
。

町
長　
前
向
き
に
検
討
し

た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
者
数
の
　

ル
ス
感
染
者
数
の
　

把
握
は

把
握
は

問　
現
在
、
佐
久
圏
域
は
、

多
く
の
感
染
者
が
報
告
さ

れ
て
い
る
が
、
町
で
は
、

日
別
の
町
内
感
染
者
数
は

把
握
で
き
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長　
県
で
は
、
国

に
準
じ
市
町
村
ご
と
の
陽

一 般 質 問

町独自のコロナ対策
支援金事業はできないか

保健福祉課長保健福祉課長
町予算よりエネルギー価格高騰対策生活応援給付金と
して、町民 1 人当たり 1 万円を給付している 佐藤 幹夫

問　
住
民
税
非
課
税
世
帯

に
対
し
て
国
よ
り
10
万
円

給
付
の
臨
時
特
別
給
付
金

は
、
当
町
で
は
何
世
帯
に

給
付
し
た
か
。
ま
た
、
町

独
自
の
支
援
金
給
付
を
実

施
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

保
健
福
祉
課
長　
家
計
急

変
世
帯
を
含
め
、
3
〜
4

年
度
2
6
6
6
世
帯
、
2

億
6
6
6
0
万
円
を
給
付
。

町
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価

格
高
騰
対
策
生
活
応
援
給

付
金
と
し
て
町
民
1
人

1
万
円
を
給
付
し
て
い
る
。

問　
今
回
新
た
に
、
国
よ

り
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品

等
価
格
高
騰
緊
急
支
援
給

付
金
と
し
て
5
万
円
給
付

と
の
こ
と
だ
が
、
こ
れ
も

ま
た
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
に
対
し
て
の
給
付
で
あ

る
。
臨
時
特
別
給
付
金
や

今
回
の
支
援
給
付
金
が
給

付
さ
れ
な
い
困
窮
世
帯
に

対
し
て
、
財
政
調
整
基
金

を
取
り
崩
し
て
で
も
支
援

を
行
っ
て
も
ら
い
た
い
が
。

町
長　
町
と
し
て
は
、
全

町
民
に
1
人
1
万
円
の
支

出典：長野県ホームページより

一
般
質
問
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に
検
討
す
る
と
い
う
。
来

年
1
月
に
勉
強
会
を
予
定

し
て
い
る
。

一 般 質 問

一口
メモ

消費税インボイス制度で
小規模事業者の排除はないか
総務課長総務課長
インボイスがないとの理由で排除は考えないが、登録の
検討はお願いしたい中澤 睦夫

インボイスとは…消費税の「適格請求書」のこと。売り手側が発行し、納入品の
税率ごとの消費税額、税務署の登録番号等を記載します。買い手側はインボイス
がなければ仕入れ税額控除ができない仕組みです。

問　
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
の
導
入
が
来
年
10

月
か
ら
予
定
さ
れ
、
消
費

税
が
免
税
だ
っ
た
小
規
模

事
業
者
が
町
の
関
連
の
取

引
か
ら
排
除
さ
れ
る
の
で

は
な
い
か
の
不
安
が
あ
る
。

イ
ン
ボ
イ
ス
が
な
い
場
合
、

受
注
が
で
き
な
い
と
い
う

対
応
を
す
る
の
か
。

総
務
課
長　
入
札
参
加
資

格
で
は
、
消
費
税
課
税
事

業
者
、
免
税
事
業
者
を
区

別
し
て
い
な
い
。
今
後
も

登
録
が
な
い
と
の
理
由
で

発
注
排
除
は
考
え
て
い
な

い
。

問　
イ
ン
ボ
イ
ス
が
な
い

仕
入
れ
は
、
消
費
税
額
控

除
を
町
が
で
き
な
く
な
る
。

負
担
を
か
ぶ
る
と
い
う
形

に
な
る
の
で
は
。

総
務
課
長 

特
別
会
計
、
企

業
会
計
に
つ
い
て
は
、
課

税
仕
入
れ
分
の
消
費
税
が

控
除
さ
れ
な
い
の
で
、
で

き
る
だ
け
発
行
事
業
者
に

登
録
し
て
も
ら
い
た
い
。　

問　
文
房
具
や
事
務
用
品

な
ど
も
発
行
が
あ
る
大
手

企
業
か
ら
購
入
す
る
の
か
。

総
務
課
長　
地
元
の
小
規

模
事
業
者
を
守
り
育
て
る

観
点
か
ら
、
登
録
が
な
い

業
者
の
排
除
は
考
え
て
な

い
が
、
登
録
を
検
討
し
て

も
ら
え
れ
ば
と
考
え
る
。

問　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
会
員
は
個
人
事
業

主
で
あ
り
イ
ン
ボ
イ
ス
に

登
録
し
な
け
れ
ば
消
費
税

の
仕
入
額
控
除
が
で
き
な

く
な
る
。
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
運
営
が
厳
し

く
な
る
が
。

保
健
福
祉
課
長　

シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会

員
は
原
則
と
し
て
免
税
事

業
者
な
の
で
配
分
金
の
消

費
税
納
税
義
務
は
な
い
。

特
例
的
な
措
置
に
な
る
よ

う
要
望
活
動
を
し
て
い
る
。

全
国
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー

事
業
協
会
に
検
討
委
員
会

を
設
置
し
て
い
る
。

問　
発
地
市
庭
の
出
荷
者

の
中
に
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス

で
新
た
に
負
担
が
増
え
る

の
な
ら
出
荷
を
や
め
る
と

い
う
声
が
あ
る
が
。

観
光
経
済
課
長　
町
か
ら

出
荷
者
に
イ
ン
ボ
イ
ス
登

録
は
迫
ら
な
い
。
㈱
軽
井

沢
直
売
所
で
は
、
農
家
負

担
が
増
加
し
出
荷
量
減
少

が
な
い
よ
う
対
応
を
慎
重

一口
メモ

一
般
質
問
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入
札
不
調
の
原
因
は

入
札
不
調
の
原
因
は

《
旧
軽
井
沢
公
民
館
建
築

事
業
入
札
不
調
の
経
過
》

●
1
回
目

制
限
付
一
般
競
争
入
札

○
参
加
資
格

　
町
内
に
本
店
有
、
建
築

一
式
工
事
A
ラ
ン
ク
の
者

特
定
建
築
業

･
公
告
4
月
5
日

･
入
札
4
月
27
日

　
（
応
札
者
な
し
）

●
2
回
目
（
資
格
変
更
し

ま
し
た
）

制
限
付
一
般
競
争
入
札

○
参
加
資
格

　

町
内
に
本
店
、
支
店
、

営
業
所
有
、
A
ラ
ン
ク
ま

た
は
特
定
A
ラ
ン
ク
の
者

･
公
告
6
月
24
日

･
入
札
7
月
29
日

　
（
予
定
価
格
に
達
せ
ず

不
調
に
終
わ
る
）

問　
入
札
不
調
が
続
く
が
、

近
隣
自
治
体
の
不
調
は
あ

ま
り
聞
か
な
い
。
原
因
調

査
を
し
な
け
れ
ば
、
来
年

度
に
事
業
を
送
っ
て
も
不

調
が
続
く
の
で
は
。

答　
原
因
は
市
況
の
大
幅

変
動
に
よ
る
資
材
・
工
事

費
増
に
加
え
、
民
間
建
設

工
事
ラ
ッ
シ
ュ
に
よ
る
下

請
け
確
保
の
困
難
が
考
え

ら
れ
る
。

電
気
料
高
騰
支
援

電
気
料
高
騰
支
援

分
の
算
出
根
拠
は

分
の
算
出
根
拠
は

問　
一
部
の
指
定
管
理
施

設
へ
の
電
気
料
支
援
の
算

出
根
拠
は
。

答　
発
地
市
庭
は
、
３
年

度
と
比
較
し
4
月
〜
9
月

分
の
高
騰
分
約
55
％
か
ら

算
定
し
4
年
度
不
足
分
で

90
万
円
を
計
上
し
た
。

　

風
越
公
園
ア
イ
ス
ア

リ
ー
ナ
外
6
施
設
は
、
冷

凍
機
や
プ
ー
ル
の
暖
房
で

電
気
を
非
常
に
使
う
。
本

年
度
4
月
〜
9
月
分
の
高

騰
分
約
39
％
か
ら
算
定
し

５
千
万
円
を
計
上
し
た
。

問　
増
分
見
込
み
全
て
を

支
援
す
る
の
か
。
2
分
の

1
の
自
治
体
も
あ
る
が
。

軽
井
沢
病
院
の
　

軽
井
沢
病
院
の
　

機
器
更
新
の
見
送

機
器
更
新
の
見
送

り
は
で
き
な
か
っ
た

り
は
で
き
な
か
っ
た

の
か
の
か

問　
既
に
約
6
億
5
千
万

円
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰

り
入
れ
が
あ
る
中
、
今
回

さ
ら
に
3
億
2
千
万
円
の

繰
り
入
れ
を
す
る
が
、
民

間
病
院
な
ら
倒
産
で
あ
る
。

機
器
更
新
は
収
益
を
上
げ

て
か
ら
と
の
考
え
は
な

か
っ
た
の
か
。

答　
今
回
の
繰
り
入
れ
は
、

2
〜
3
年
度
に
4
億
円
を

超
え
る
機
器
購
入
を
し
た

と
こ
ろ
で
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
収
益
減
で
資
金
不
足
に

な
っ
た
こ
と
が
原
因
。
先

延
ば
し
も
必
要
だ
っ
た
が
、

耐
用
年
数
等
あ
る
中
、
ギ

リ
ギ
リ
ま
で
補
修
し
な
が

ら
の
機
器
も
あ
り
、
職
員

よ
り
以
前
か
ら
要
請
が

あ
っ
た
。

　
今
後
は
先
を
見
て
平
準

化
に
努
め
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
院
長
か
ら
は
、
徹

底
し
た
職
員
の
意
識
改
革
、

非
常
勤
医
師
の
見
直
し
、

コ
ス
ト
の
洗
い
出
し
の
指

示
を
受
け
て
い
る
。

答　
あ
く
ま
で
も
実
績
を

み
て
補
正
予
算
に
上
程
し

た
。
当
町
は
上
昇
分
補
填

と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

補正
予算

12
月
定
例
会

一口
メモ

制限付き一般競争入札とは…参加する者に地域要件など一定の条件や資格を定め
て実施する入札のことです。

一口
メモ

機器更新で町民を守る

広い氷原を作るためには多大な電気を消費するアイスパークの巨大室外機

補
正
予
算・請
願・陳
情
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請 願 者 朗読ボランティア「オオルリ」　　代表者　池　富美子

件 　 名 軽井沢町立図書館に視覚障がい者のための環境整備を求める請願書

要 　 旨 　町が基本構想に掲げる「だれもが幸せに生活できる障がい者福祉の充実」
の観点から、さまざまな理由（視覚的困難を持つ方、怪我や病気で一人で
読書ができない方、高齢による視力低下の方や発達障がいの方など）で普
通の印刷物を読むことが困難な方にDAISY 図書と呼ばれる「録音図書」を
提供する機能を町立図書館に整えることが必要であり、それを支える人材
の育成に取り組んでほしい。

請願者 件名 本会議結果

請願第２号 朗読ボランティア「オオルリ」
代表者　池　富美子

軽井沢町立図書館に視覚障がい者の
ための環境整備を求める請願書

全会一致で
趣旨採択

請願者 件名

請願第３号 生活クラブ軽井沢支部
支部長　上原　友香　他

軽井沢町の小学校等でゲノム編集トマト苗をはじめと
するゲノム編集食品を受け取らない・持ち込まない・使
用しないことを求める請願

陳情者 件名 本会議結果

陳情
第６号

長野県医療労働組合連合会
執行委員長　小林　吟子

安全・安心の医療・介護実現のため
人員増と処遇改善を求める陳情書

全会一致で
採択

陳情者 件名 本会議結果

陳情
第７号

㈱西武・プリンスホテルズワールドワイド
（軽井沢プリンスホテルスキー場）
軽井沢地区総支配人
　佐藤　光紀

免税軽油制度の継続を求める陳情
書

全会一致で
採択

請願
請願第２号

陳情
陳情第６号

陳情
陳情第７号

請願・陳情はこうなりました
9 月議会に提出された請願は継続審査となり、12 月議会で趣旨採択されました。

12 月議会に提出された請願は引き続き委員会で調査し、継続して審査することになりました。

9 月議会以降の動き

12 月議会

①委員会に担当課を招きヒアリング
②請願者・担当課・図書館長・正副委員長で会合

　町は請願の１つであるDAISY 図書の導入に関しては既に準備を進めてい
ることが分かりました。
　ただ、DAISY 図書の作成に伴う人事の育成や環境整備においては、人材
不足の問題や場所の確保といった課題があるという理由から、多くの委員よ
り、請願内容の趣旨を認める「趣旨採択」にするべきとの意見がありました。

社会常任委員会　請願に対する意見

★音訳ボランティア養成講座を開催しています。４月以降の募集については、町ＨＰ、広報かるいざわの
図書館コーナーでお知らせします。

補
正
予
算・請
願・陳
情
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総 務
常任委員会

視察報告ア
ナ
ロ
グ
波
へ
の
変

ア
ナ
ロ
グ
波
へ
の
変

換
に
建
柱
は
不
要

換
に
建
柱
は
不
要

●
佐
賀
県
大
町
町
役
場

【
防
災
ラ
ジ
オ
等
の
導
入

に
つ
い
て
】

　
放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化
に

よ
っ
て
防
災
行
政
無
線
に

よ
る
防
災
情
報
の
伝
達
範

囲
が
狭
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、

デ
ジ
タ
ル
波
を
ア
ナ
ロ
グ

波
に
変
換
し
て
情
報
を
伝

達
す
る
シ
ス
テ
ム
の
有
効

性
に
つ
い
て
研
究
し
て
い

ま
す
。
防
災
行
政
無
線
導

入
業
者
の
見
解
で
は
、
導

入
は
困
難
と
の
回
答
で
あ

り
、
そ
こ
で
実
際
に
導
入

し
て
い
る
大
町
町
を
視
察

し
ま
し
た
。

視
察
を
終
え
て

　
大
町
町
で
は
2
年
6
月

か
ら
、
デ
ジ
タ
ル
波
を
ア

ナ
ロ
グ
波
に
変
換
し
て
の

防
災
情
報
の
伝
達
開
始
。

　
当
町
の
契
約
業
者
か
ら

受
け
た
説
明
で
は
「
ア
ナ

ロ
グ
波
に
変
換
す
る
に
は

専
用
の
建
柱
が
必
要
」
と

の
こ
と
で
し
た
が
、
大
町

町
で
は
既
設
の
柱
に
設
置

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
視
察

し
な
け
れ
ば
確
認
で
き
な

か
っ
た
わ
け
で
、
ま
さ
に

「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」

で
し
た
。

有
機
農
業
に
取

有
機
農
業
に
取

り
組
む
県
内
外
の
　

り
組
む
県
内
外
の
　

自
治
体
を
視
察

自
治
体
を
視
察

●
熊
本
県
山
都
町
役
場

【
有
機
農
業
等
の
推
進
に

つ
い
て
】

　
有
機
農
業
の
取
り
組
み

は
Ｓ
40
年
代
に
始
ま
り
、

現
在
有
機
J
A
S
認
証
事

業
者
数
は
全
国
最
多
。
当

町
に
お
け
る
有
機
農
業
の

可
能
性
を
研
究
す
る
た
め

先
駆
者
た
る
山
都
町
を
視

察
し
ま
し
た
。

視
察
を
終
え
て

　
有
機
農
業
を
持
続
・
推

進
す
る
た
め
に
は
農
法
の

改
善
・
改
革
だ
け
で
は
な

く
、
後
継
者
不
足
や
労
働

力
の
確
保
等
問
題
が
あ
る

が
、
山
都
町
で
は
問
題
解

決
の
た
め
に
「
山
都
地
域

担
い
手
育
成
総
合
支
援
協

議
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

農
業
研
修
講
座
を
始
め
、

空
き
家
バ
ン
ク
、
短
期
滞

在
施
設
等
の
紹
介
や
集
落

へ
の
説
明
、
就
農
ま
で
を

ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う

サ
ポ
ー
ト
す
る
な
ど
、
仕

組
み
を
し
っ
か
り
と
整
備
。

有
機
農
業
の
推
進
に
は
体

制
構
築
が
重
要
で
す
。

●
長
和
町

　
長
和
町
の
ダ
ッ
タ
ン
そ

ば
は
無
農
薬
栽
培
。
ダ
ッ

タ
ン
そ
ば
を
使
っ
た
6
次

産
業
化
に
も
成
功
し
て
お

り
、
地
域
経
済
の
活
性
化

に
つ
い
て
も
研
究
で
き
る

こ
と
か
ら
長
和
町
を
視
察

し
ま
し
た
。

　
Ｈ
17
年
よ
り
特
産
品
開

発
研
究
、
高
付
加
価
値
農

業
の
展
開
と
地
場
産
業
の

振
興
、
遊
休
荒
廃
農
地
の

解
消
を
主
目
的
と
し
て
栽

培
を
は
じ
め
ま
し
た
。

視
察
を
終
え
て

　
当
町
の
標
高
が
栽
培
に

適
し
た
も
の
で
あ
る
こ

と
、
ダ
ッ
タ
ン
そ
ば
が
交

雑
、
病
害
虫
に
強
い
こ
と
、

無
農
薬
、
無
肥
料
で
栽
培

で
き
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

専
用
の
刈
り
入
れ
用
コ
ン

バ
イ
ン
、
脱
穀
機
等
の
購

入
費
用
を
支
援
で
き
れ
ば
、

耕
作
放
棄
地
対
策
と
し
て

有
効
で
す
。

●
松
川
町

　
農
業
従
事
者
減
少
で
遊

休
農
地
が
減
ら
な
い
こ
と

か
ら
、
松
川
町
で
は
第
5

次
総
合
計
画
に
遊
休
農
地

解
消
と
共
に
学
校
給
食
へ

の
有
機
栽
培
野
菜
（
松
川

町
追
記
認
証
）
の
提
供
等
、

地
産
地
消
促
進
を
基
本
方

針
と
し
て
示
し
ま
し
た
。

そ
の
取
り
組
み
を
視
察
し

ま
し
た
。

視
察
を
終
え
て

　
行
政
と
地
域
の
人
が
同

じ
方
向
を
向
い
て
有
機
農

業
に
取
り
組
み
、
制
度
設

計
も
し
っ
か
り
と
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
が
成
功
の
秘

訣
で
す
。
当
町
で
有
機
栽

培
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、

行
政
が
主
体
と
な
っ
て
協

議
体
を
作
り
、
県
農
政
部

や
有
機
栽
培
の
専
門
家
の

招し
ょ
う

聘へ
い

等
、
地
元
有
機
農

家
と
も
連
携
し
な
が
ら
腰

を
据
え
て
研
究
を
進
め
る

こ
と
が
肝
要
で
す
。

ア
ナ
ロ
グ
波
の
交
換
装
置

ア
ナ
ロ
グ
波
の
交
換
装
置

思
い
の
ほ
か
小
さ
か
っ
た

思
い
の
ほ
か
小
さ
か
っ
た

「そばといえば和食」のイメージを打破「そばといえば和食」のイメージを打破
洋風メニューもある洋風メニューもある

うしうしファ〜ムのみずみずしい有機野菜うしうしファ〜ムのみずみずしい有機野菜

総
務
常
任
委
員
会
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視察報告●
兵
庫
県
芦
屋
市
役
所　
　

【
I
C
T
教
育
に
つ
い
て
】

　
芦
屋
市
で
は
10
年
前
よ

り
試
行
的
に
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
導
入
し
、
I
C
T

教
育
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

市
内
小
中
学
校
で
は
、

1
人
1
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

が
貸
与
さ
れ
、
持
ち
帰
り

学
習
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

I
C
T
支
援
員
の
業
務
委

託
は
1
人
年
間
1
千
万
円

に
な
る
た
め
、
人
件
費
を

抑
え
る
工
夫
と
し
て
、
元

中
学
校
の
先
生
と
工
学
部

出
身
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

も
で
き
る
会
計
年
度
職
員

３
名
を
配
置
し
、
年
間

9
0
0
万
円
に
抑
え
て
い

ま
す
。

視
察
を
終
え
て

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
は
文
具

と
の
認
識
に
基
づ
き
、
慣

行
に
と
ら
わ
れ
ず
に
ト
ラ

イ
＆
エ
ラ
ー
を
繰
り
返
し
、

実
践
の
積
み
重
ね
に
よ
る

知
見
を
蓄
積
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
支
援
員
を
教

育
委
員
会
内
に
置
く
こ
と

で
教
員
と
の
連
携
を
深
め
、

情
報
共
有
し
て
い
る
点
は

大
い
に
見
習
い
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

●
徳
島
県
上
勝
町

【
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
セ

ン
タ
ー
】

　
人
口
1
4
0
0
人
ほ
ど

の
小
さ
な
町
で
す
。
資
源

の
リ
サ
イ
ク
ル
率
約
81
％

と
高
い
自
治
体
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
国
内
外
よ
り
年

間
2
7
0
件
、
約
3
千
人

が
視
察
に
訪
れ
る
そ
う
で

す
。
そ
の
よ
う
な
理
由
か

ら
、「
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス

ト
」
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
学
ん
で
き
ま
し
た
。

　

上
勝
町
で
は
Ｈ
15
年

に
「
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト

宣
言
」
を
行
い
、
町
民
が

持
ち
寄
っ
た
古
い
建
具

7
0
0
個
を
建
物
の
壁
面

全
体
に
張
り
巡
ら
せ
た
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
ホ
テ

ル
を
Ｒ
２
年
に
開
業
し
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
取
り

組
み
は
ご
み
の
削
減
に
繋

が
る
だ
け
で
な
く
、
ゼ

ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
に
ブ
ラ

ン
ド
価
値
を
つ
け
る
役
割

も
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

町
に
は
ご

み
収
集
車
が

な
く
、
ご
み

の
処
理
は
各

家
庭
が
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
持
ち
込

み
分
類
し
ま

す
。
高
齢
者

な
ど
持
ち
込

み
が
困
難
な

家
庭
約
50
世
帯
に
対
し
2

か
月
に
1
度
、
町
の
職
員

が
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

生
ご
み
は
自
家
処
理
し
て

い
て
電
動
生
ご
み
処
理
機

の
購
入
に
際
し
て
は
、
補

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
持

ち
込
み
は
年
末
年
始
を
除

き
、
年
中
無
休
で
担
当
者

が
常
駐
し
て
い
ま
す
。
な

お
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内
に

は
無
料
の
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ョ
ッ
プ
が
あ
り
、
年
間

約
７
ト
ン
も
の
品
物
が
町

内
外
の
住
民
に
引
き
取
ら

れ
、
再
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

視
察
を
終
え
て

　
訪
れ
た
人
が
「
ゼ
ロ
・

ウ
ェ
イ
ス
ト
」
の
理
念
を

学
び
発
信
し
て
も
ら
う
こ

と
で
、
人
や
企
業
を
呼
び

込
み
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
げ

て
い
ま
す
。
自
分
ご
と
と

し
て
環
境
問
題
を
学
ぶ
仕

組
み
づ
く
り
と
人
材
育
成

に
取
り
組
み
、
今
後
は
商

品
を
買
う
行
為
の
先
に
あ

る
ゴ
ミ
排
出
を
考
え
た

「
賢
い
消
費
者
」
を
つ
く

る
と
い
う
姿
勢
に
感
銘
を

受
け
ま
し
た
。

  

社
会
常
任

        

委
員
会

一口
メモ

ゼロ・ウェイストとは…ごみをゼロにすることを目標に廃棄物を減らす環境社会
政策です。
ZEB 化とは…7 ページ参照。

町に１つの「ごみステーション」町に１つの「ごみステーション」

児
童
発
達
支
援
　
　

児
童
発
達
支
援
　
　

セ
ン
タ
ー
建
設
工
事

セ
ン
タ
ー
建
設
工
事

　
発
達
課
題
の
あ
る
子
ど

も
が
療
育
支
援
を
受
け
ら

れ
る
施
設
で
す
。
町
で
初

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を

限
り
な
く
ゼ
ロ
に
す
る
、

完
全
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
の
建
物
を

建
設
し
ま
す
。

問　
Ｒ
Ｃ
（
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
）
構
造
で
平
屋
に

す
る
理
由
は
。
ま
た
、
Ｚ

Ｅ
Ｂ
化
に
要
す
る
費
用
は
。

答　
災
害
時
に
避
難
所
と

し
て
使
用
す
る
た
め
。
費

用
は
９
５
６
０
万
円
で
あ

る
。 「ごみステーション」内にある「ごみステーション」内にある

無料リサイクルショップ無料リサイクルショップ

一口
メモ

一口
メモ

読
書
通
帳

読
書
通
帳

　
来
年
度
、
中
軽
井
沢
図

書
館
に
本
や
著
者
名
な
ど

を
記
録
で
き
る
預
金
通
帳

サ
イ
ズ
の
「
読
書
通
帳
」

が
導
入
さ
れ
ま
す
。 

問　
学
校
の
図
書
館
と
の

連
携
は
。

答　
学
校
と
相
談
し
な
が

ら
将
来
的
に
検
討
し
た
い
。

問　
年
齢
に
関
係
な
く
利

用
で
き
る
の
か
。

答　
誰
で
も
利
用
で
き
る
。

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

社
会
常
任
委
員
会
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議　
　
長�

土
屋　
好
生

委
員
長�

寺
田
和
佳
子

副
委
員
長�

利
根
川
泰
三

委　
　
員�

眞
島　
聡
子

�

福
本　
　
修

�

赤
井　
信
夫

�

横
須
賀
桃
子

�

川
島
さ
ゆ
り

�

佐
藤　
敏
明

●手に取ってもらうため、表紙のタイトルを柔らかく
表現する

●決算ページの円グラフにわかりやすい説明をつける
工夫

●委員会や本会議での発言議員の名前公表が必要
●議会ラインの活用について
●若者の考え方、アイデアをもっと吸収してはどうか
●今後のモニターの方向性

３月会議で取り扱う請願・陳情の提出期限は、２月６日（月）です。
期限後に提出された請願・陳情については、翌定例月会議（６月）での取り扱
いとなりますので、あらかじめご了承ください。

再生紙を使用しています。
植物油インキを使用しています。

編
集
後
記

「請願・陳情」の「請願・陳情」の
お知らせお知らせ

発行／令和５年１月 25 日
　　　軽井沢町議会
　　　長野県北佐久郡軽井沢町
　　　〒389−0192
　　　☎ 0267（45）8910
電子メール／
gikai@town.karuizawa.nagano.jp
編集／広報広聴常任委員会

　軽井沢町議会
　公式ホームページ

印刷／中澤印刷株式会社
　　　☎ 0268-22-0126

　
議
会
で
は
感
染
拡
大
の
状
況
を

見
極
め
つ
つ
視
察
を
再
開
し
ま
し

た
。事
前
調
査
を
し
現
地
に
向
か

い
ま
す
が
、実
際
に
話
を
伺
う
と
、

情
報
の
相
違
や
宝
石
の
よ
う
な
現

場
の
智
恵
に
出
会
う
こ
と
が
多
々

あ
り
ま
す
。普
段
の
活
動
で
も
、当

事
者
の
話
を
聞
き
、現
場
に
出
向

く
と
、解
決
策
が
見
え
て
く
る
こ

と
も
多
く
、ま
さ
に「
百
聞
は
一
見

に
し
か
ず
」。正
し
く
バ
ラ
ン
ス
の

よ
い
情
報
発
信
の
た
め
様
々
な
立

場
の
委
員
が
話
し
合
い
を
重
ね
て

い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
い
つ
も
感

じ
て
い
ま
す
。　
（
眞
島　
聡
子
）

LINE で
もっと身近に町議会※試験運用中は先着400名

　までとなります。

住民の方が傍聴に来ていただけるように会議日程を
お伝えします。

ご登録お待ちしております。

登録はこちらから！

試験運用を
開始

●本会議・委員会の日程
●イベント情報（議会とまちづくりを語る会・議場コンサート・
　 タウンミーティングなど）※最新情報をお伝えします。

テーマ  　トークde

　メンバーが変わって初めての懇談会でしたが、多くの方に参加
していただき様々な意見交換ができました。普段は発行後にアン
ケートにて改善点を検討しますが、今回は新しい号発行直前とい
うこともあり、編集途中の議会だよりを手にしながら話し合いま
した。

議会だよりモニター議会だよりモニターとのとの懇談会懇談会
令和４年10月６日（木）

モニター懇談会を終えて
　1時間半という時間の中で編集に関すること
にとどまらず、議会のあり方、行政への関わり
方に対する意見もいただきました。委員会とし
ても将来的に議会サポーターへと昇華させたい
希望もあり、懇談会を数回行いたいと要望した
ところ、参加モニターの皆さんから同意が得ら
れましたので、来年早々 2回目の懇談会を開催
したいと考えております。モニター同士の交流
が広がり、「議会だよりモニター」という枠に
とどまらない活動に派生したら、軽井沢もワク
ワクする町になるだろう!　と思っています。

意見交換の意見交換の
内容内容


